
 

 
 

病院を受診された患者さまへ 
2023 年 9 ⽉ 22 ⽇ 作成 

当院では機関⻑の許可を得て、下記の臨床研究を実施しております。 
本研究の対象者に該当する可能性のある⽅で、診療情報等を研究⽬的に利⽤または提供されること

を希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 
 

研究課題名 
（研究番号） 

有限要素解析を⽤いた⾮転位型⼤腿⾻頚部⾻折に対する観⾎的整復固定術
の検討 

当院の研究責任者 
（所属） 仲宗根哲（琉球⼤学病院整形外科） 

他の研究機関および 
各機関の研究代表者 なし 

本研究の⽬的 

⼤腿⾻頚部⾻折とは主に⾻粗しょう症を有する⽅が軽微な外傷で受傷す
る⾻折です。ずれの少ない⼤腿⾻頚部⾻折に対しては⾻折部をつなぐ⼿術
（観⾎的整復固定術）が選択されますが、⾻折線の⾓度が⼤きくなるほど
⾻折部への剪断⼒がかかり、術後の合併症が多くなるといわれています。
⼿術で⽤いる内固定材にはそれぞれ⻑所短所があり選択に難渋します。本
研究の⽬的は⾮転位型⼤腿⾻頚部⾻折に対する観⾎的整復固定術を⾏った
患者様の⾻折⾓度や使⽤した内固定材、術後の画像検査や臨床症状を検
討、同時に有限要素解析を⽤いたシミュレーションを⾏い、⾻折⾓度に応
じた適切な内固定材料の選択の指針を作成すること。また、内固定材の⾄
適設置位置を検討することです。 

研究実施期間 研究機関の⻑の許可⽇（2023/10/31）〜2027 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

調査データ(該当期間) 2017 年 4 ⽉〜2022 年 3 ⽉の期間の情報 

研究の⽅法 
（利⽤する試料・情報等） 

●対象となる患者さま 
① 2017 年 4 ⽉〜2022 年 3 ⽉の期間に琉球⼤学病院において⾮転位型⼤
腿⾻頚部⾻折を来し、該当する内固定材を⽤いて観⾎的整復固定術を施⾏
された⽅ 
② ①に当てはまる症例で術前術後に股関節 CT 撮影を受け、1 年間以上
通院されている⽅ 
 
下記の患者様は除外対象となります。 

①重篤な合併症を有する症例（内科的合併症による ADLの著しい低下
など）。 
②本⼈または代理⼈からの参加拒否のある場合 

 
●利⽤する試料・情報 
年齢、性別、⾝⻑、体重、BMI、既往歴、⼿術歴、⾻密度、疼痛、⽇常⽣
活動作、内固定材料の種類、⼿術時間、出⾎量、合併症の有無/内容、再



 

 
 

⼿術の有無/内容、単純レントゲン画像、CT データ、⽇本整形外科学会股
関節評価法など 

試料/情報の 
他の研究機関への提供 

および提供⽅法 
他の研究機関への提供予定はありません。 

試料・情報の⼆次利⽤ 本研究で得られた情報を別の新たに利⽤する可能性があります。その場合
は、改めて倫理審査委員会で承認された後、実施します。 

個⼈情報の取り扱い 

研究にあたっては、対象となる⽅の個⼈を特定できないよう、情報は符号
化し管理します。個⼈情報は使⽤しません。また、研究結果を学会等にお
いて発表することがありますが、個⼈情報が特定できる情報は⼀切使⽤い
たしません。 

本研究の資⾦源 
（利益相反） 

整形外科学講座において⼀括管理を⾏う寄附⾦及び、病院研究基盤経費を
利⽤する可能性があります。 
本研究の実施に関しては、特別な利益相反はない。 
本研究は琉球⼤学利益相反審議部会に必要事項を申告し、その審議と承認
を得るものとする。 

お問い合わせ先 

琉球⼤学病院 整形外科 
担当者：仲宗根哲、國吉さくら、翁⻑正道、鷲崎郁之、伊藝尚弘、 

⻄⽥康太郎 
電話：098-895-1174 

備考  
 

 


